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（他の調査からのデータを用いて類似した分析を行った例として Horioka, et al. (2000)、











































例は Bernheim, Shleifer, and Summers (1985) の「戦略的遺産動機」であり、この動機の場合
は、親は子の相続権をはく奪すると脅すことによって老後の世話をさせるというものであ





































調査からのデータを用いたが、中国の農村調査は 2011 年にも 2012 年にも実施されなかった






















１ 均等に配分するつもりである（問A32へ）（２）  
２ 均等には配分しないつもりである （１、２、３） 




１ 同居してくれた子に多く配分するつもりである （１） 
２ 近くに住んでくれた子に多く配分するつもりである （１） 
３ 家事の手伝いをしてくれた子に多く配分するつもりである （１） 
４ 介護をしてくれた子に多く配分するつもりである （１） 
５ 経済的援助をしてくれた子に多く配分するつもりである （１） 




８ 所得を稼ぐ能力が小さい子に多く配分するつもりである（２）  
９ 遺産をより多く必要としている子に多く配分するつもりである（２） 




























































































































































































果は重要な政策的インプリケーションを持つ（Barro (1974)、 Masson and Pestieau (1996)、 
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各遺産動機を持っている回答者の割合（％） 中国 インド 日本 アメリカ
 いかなる場合でも遺産を残すつもりである 35.25 75.66 32.58 66.41
遺産を残したら,子供の働く意欲を弱めるから,いかなる場合でも遺産を残すつもりはない 2.15 0.14 1.41 0.56
利他主義モデルと整合的な遺産動機を持っている回答者の割合 37.40 75.80 33.98 66.97
子供が老後の世話・介護をしてくれた場合にのみ遺産を残すつもりである 10.10 11.49 4.06 2.08
子供が老後において経済的援助をしてくれた場合にのみ遺産を残すつもりである 5.17 5.95 0.70 0.63
遺産を積極的に残したいとは思わないが,余ったら残す 37.03 3.84 58.58 28.54
自分の財産は自分で使いたいから,いかなる場合でも遺産を残すつもりはない 2.80 0.54 1.62 1.52
利己主義を前提としたライフ・サイクル・モデルと整合的な遺産動機を持っている回答者
の割合
55.10 21.82 64.96 32.76
子供が家業を継いでくれた場合にのみ遺産を残すつもりである 7.50 2.38 1.06 0.26
王朝モデルと整合的な遺産動機を持っている回答者の割合 7.50 2.38 1.06 0.26
合計 100.00 100.00 100.00 100.00
標本数 2071 1866 3696 3034
データの出所：大阪大学大学院経済学研究科・社会経済研究所などの２１世紀ＣＯＥプログラム「アンケート調査と実験による行動マク
ロ動学」およびグローバルCOEプログラム「人間行動と社会経済のダイナミクス」の一環として実施された「くらしの好みと満足度」に関
するアンケート調査。中国の農村調査の場合以外は2012年調査,中国の農村調査の場合のみ2010年。中国とインドの場合は世界銀行からの
都市人口の割合と農村人口の割合を用いて都市調査と農村調査の加重平均を算出した。
表１：遺産動機の４ケ国比較
利他主義モデルと整合的な遺産動機
利己主義を前提としたライ・サイクル・モデルと整合的な遺産動機
王朝モデルと整合的な遺産動機
備考：遺産動機に関する設問に回答しなかった回答者および「遺産を残したいが,余裕がないから残せない」と回答した回答者は分母に含
まれていない。
 
 
